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1. はじめに

道路建設事業にあたっては、自然環境に配慮した

工事計画を立案し、施工を行っていくことが重要で

ある。本稿では、工事実施箇所周辺の水田や湖沼等

において、過年度よりガン類・ハクチョウ類が採餌

場・休息場等に利用していることから、本工事完成

後に採餌場・休息場が分断され、ロードキル発生の

リスクが高まると考えられた。風力発電施設におい

て確立されている鳥類の衝突確率の算出方法を参考

に、ガン類・ハクチョウ類のロードキル発生リスク

の定量的な評価を行ったことから、その事例報告を

行うものである。 

 

2. 自動車衝突確率の算定方法 

風力発電施設における鳥類の衝突確率モデルにつ

いては、環境省（2011）1）、由井・島田（2013）2）、

Band et al（2007）3）、杉本・松田（2008）4）等が知

られている。これらのうち、風力発電施設において

ガンカモ類の衝突確率を算出しているBand et 

al(2007)のモデルを基本として、ガン類・ハクチョ

ウ類が自動車に衝突する確率を算出するモデルを検

討し、本工事箇所での対象種（ヒシクイ、コハクチ

ョウ）の自動車衝突確率を算出した。 

(1)計画地に占める衝突危険域の断面積比：P’ 

①評価対象区域の通過断面積：S’（m2） 

 評価対象種が通過する可能性がある評価対象道路

の断面域を設定する。評価対象道路の長さと、評価

対象地で確認された最高の飛翔高度からなる断面域

に対象種が進入する可能性があると考え、下記のと

おり設定した。 

S'=a×bb 

a：評価道路長さ、bb：対象種の飛翔高さ上端 

②衝突危険域の面積：A’（m2） 

 評価対象道路の長さ（a（m））、評価道路高さ（c（m）：

ここでは、盛土道路部分と走行する車両も含めた）

より、衝突危険域の面積 A'を設定する。 

A'=a×c 

a：評価道路長さ、c：評価道路高さ 

③衝突危険域の面積比：P’ 

 衝突危険域が評価対象区域に占める断面積比 P’

を得る。 

P'=A'/S'  

(2)年間飛翔頻度：Y’（個体/滞在期間） 

対象種が評価対象道路の断面域を通過する頻度

（Y’）を設定する。観察日数（d（日））と滞在期間

（dn（日））により、観察された評価対象道路を通過

した回数を滞在期間あたりに換算する。 

Y’ =MC×dn/d 

MC：評価対象道路を通過した個体数、 

dn：対象種の調査区域への滞在期間、 

d：対象種の観察日数 

(3)接触率(T)  

衝突危険域を対象種が通過する時間あたりの自動

車の移動距離及び車両長さの分が、車道を横断する

対象種にとって壁になると考え、以下により接触率

として得る。 

T= aC/a 

aC：衝突危険域通過時間当たりの自動車長(m)、 

a：評価対象道路の長さ(m) 

aC=(vC×t+lCL) ×nL +(vC×t+lCS) ×nS  

※ただし、aC <a ならば a 

lCL：大型自動車長(m) 6）、lCS：小型自動車長(m) 6）、 

vC：自動車走行速度(m/s) 7） 

nL=t×q/r×p/12/60/60 

nS= t×q/r×（1-p）/12/60/60 

nL：衝突危険域通過時間当たり大型車通過台数、 

nS：衝突危険域通過時間当たり小型車通過台数、 

q：24 時間交通量(台/日) 8）、r：昼夜率 8）、 

p：大型車混入率 8） 

t=L/vb 

L：衝突危険域の通過距離(m)、 

vb：対象種の飛翔速度(m/s) 9） 

L＝w/tanθ+br/sinθ  

※ただし、w/tanθ<l ならば l、br/sinθ>a な

らば a 
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θ：道路への進入角度(deg)、 

w：対象種の翼長さ(m) 10）、 

l：対象種の全長(m) 10）、br：車道幅(m) 

 

(4)自動車衝突確率：TN（個体/年） 

 衝突危険域の断面積比（P’）、年間飛翔頻度（Y’）、

接触率（T）、回避率（AV）より年間の滞在期間あた

りの衝突個体数を得る。 

ここでの回避率は（AV）、コハクチョウ、ヒシクイ

とも風力発電施設の回避率と同様とし 99%とした 1）。 

TN=Y’×P'×T×(1－Av) 

 

3. 自動車衝突確率の算出結果 

自動車衝突確率の算出結果は、ヒシクイで年間

0.0150 個体（約 67 年に一度の衝突確率）、コハクチ

ョウで年間 0.0187 個体（約 54 年に一度の衝突確率）

となった（表-1）。ヒシクイ及び、コハクチョウの平

均寿命（約 15～20 年）を鑑みれば、本工事箇所にお

ける自動車衝突確率は低い状況であると考えられ、

保全対策の必要性は低いと判断できる。 

 

表-1 自動車衝突確率の算出結果 
パラメータ ヒシクイ コハクチョウ 単位 記号

評価道路長さ 14,600 14,600 m a

評価道路高さ 10 10 m c

対象種の飛翔高さ上端 200 200 m bb

評価対象区域の通過断面積 2,920,000 2,920,000 m2 S'

衝突危険域の面積 146,000 146,000 m2 A'

計画地に占める衝突危険域の断面積比 0.0500 0.0500 ― P'

評価対象道路を通過した個体数 261 422 個体 Mc

対象種の調査区域への滞在期間 122 122 日 dn

対象種の観察日数 48 48 日 d

年間飛翔頻度 663 1,073 個体/滞在期間 Y'

大型自動車長 12 12 m lCL

小型自動車長 4.7 4.7 m lCS

自動車走行速度 22.2 22.2 m/s(80km) vC

24時間交通量 23,500 23,500 台/日 q

昼夜率 1.28 1.28 ― r

大型車混入率 0.351 0.351 ― p

対象種の飛翔速度 15.8 20.0 m/s vb

対象種の翼長さ 1.38 1.77 m l

対象種の全長 0.83 1.20 m w

車道幅 19.75 19.75 m br

接触率 0.0451 0.0348 ― T

衝突率 0.00226 0.00174 ― C

回避率 0.99 0.99 ― AV

滞在期間あたりの衝突個体数
（回避行動を考慮しない）

1.50 1.87 個体/滞在期間 TN'

滞在期間あたりの衝突個体数
（回避行動考慮する）

0.0150 0 .0187 個体/滞在期間 TN  
 

4. 考察 

本試算の結果、本工事箇所においてはガン類・ハ

クチョウ類におけるロードキル発生リスクは低い状

況であると評価した。自動車衝突確率を定量的に示

すことにより、環境アセスメント手続きの配慮書に

おける概略設計段階から希少猛禽類、ガン類・ハク

チョウ類に対して、自動車衝突確率の算出結果をル

ート選定や対策必要箇所の優先順位の判断指標の一

つとすることが考えられる（図-1）。 

 

Aルート

Bルート

Cルート

A及びB：0.005個体/年
（影響は小さい）

C：0.05個体/年
（対策必要）

A：0.05個体/年
（対策必要）

B：0.002個体/年
（影響は小さい）

C：0.08個体/年
（対策必要）

A：0.02個体/年
（影響は小さい）

B：0.1個体/年
（対策必要）
※重点対策区間

C：0.05個体/年
（対策必要）

区間１
（延長2ｋｍ）

区間２
（延長5ｋｍ）

区間３
（延長1ｋｍ）

コスト比較
Ｂ＜Ａ＜Ｃ

対象種への影響
Ｂ≦Ａ＜Ｃ  

図-1 ルート選定・コスト比較（鳥類の寿命が約30

年（0.033個体/年）とした場合のイメージ） 

 

5. おわりに 

本報告では、ガン類・ハクチョウ類における自動

車衝突確率の試算を行い、今後の活用方法を紹介し

た。今回の報告を踏まえ、ガン類・ハクチョウ類の

環境利用状況の情報収集を行い、今後も必要に応じ

た環境配慮に勤めていく所存である。 

今回の自動車衝突確率の試算、並びに本報告のと

りまとめに際して、帯広畜産大学名誉教授の藤巻裕

蔵氏に貴重なご助言及びご教授を賜った。ここに記

して、心より感謝の意を表する次第である。 
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